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衛星放送のメディアとしての特性 1

一つの送信点から一波で全国をカバーす
ることにより経済的、効率的に全国放送を
実現することが可能であり、離島等に
おける難視聴解消にも適していること。

広帯域の伝送路を設定し、数多くの高画
質番組を同時に提供することが可能であり、
かつ、視聴者の数がどれほど増えても、
それによって品質の劣化が生じないこと。

広域性
経済性

大容量性
高品質性



衛星放送のメディアとしての特性

● 衛星放送の普及率は、地上放送のチャンネル数が少ない地域ほど高い傾向にある。

地上放送のチャンネル数
（民放テレビジョン放送）

都道府県の数
うち衛星放送の普及率(注)

が全国平均を上回っている
都道府県の数

５波以上の都道府県 ２０ ５

３波以下の都道府県 １４ ９

（注）ＮＨＫの受信契約に占める衛星契約の比率（令和４年３月末現在）
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衛星放送の安全・信頼性（重大事故の発生状況（地上放送、衛星放送））
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１９５３年
地上波の民間
テレビジョン放送
開始

１９９２年
ＣＳアナログ放送開始

注１ 地上基幹放送については、東京都で受信可能なテレビジョン放送のチャンネル数。
注２ 衛星基幹放送及び衛星一般放送については、テレビジョン放送のチャンネル数の合計。
注３ 有線テレビジョン放送については、東京都の主要なケーブルテレビ事業者によって提供されているチャンネル数の平均。
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令和３年度末におけるチャンネル数

○地上基幹放送： ８チャンネル

○衛星基幹放送：１０２チャンネル

○衛星一般放送：１３８チャンネル

○有線テレビジョン放送：

１３９チャンネル

合 計： ３８７チャンネル

年度末

Ｃｈ

２０１２年から
・１２４／１２８度ＣＳ
デジタル放送で
ＭＰＥＧ－２放送を
順次廃止

多チャンネル化の状況
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１９６４年
東京12チャンネル
が放送開始
すべてのキー局
が受信可能に

１９８９年
ＢＳアナログ放送開始

１９９５年ごろ
ケーブルテレビ事業者
のサービス開始が相次ぐ

１９９６年
ＣＳデジタル放送開始

２０００年
・ＢＳデジタル放送開始
・ＣＳデジタルに関し、ＤｉｒｅｃＴＶ廃止
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○ 平成30年12月の「新4K8K衛星放送」以降、視聴可能受信機は累計約1,003万台（※）に到達。一方、受信環境の整備、
4Kコンテンツの充実、視聴者に対する周知広報の一層の推進が必要。 ※ 2021年８月末時点

○ 今後、BS右旋で一定の空き帯域が発生。また、BS及びCSの左旋においては、依然として多くの未使用帯域が存在。
○ インターネット動画配信の普及や新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、放送事業者の経営環境は厳しさを
増しており、衛星の中継器料等のインフラ利用料金の負担軽減といった新たな課題が発生。

現状・課題

(1) 受信環境整備の推進

(2) 4Kコンテンツの充実
① ピュア4Kコンテンツの質・量両
面での充実が不可欠

② 訴求効果の高い周知広報の
推進

(1) BS右旋の空き帯域の活用

① 今後、一定の空き帯域が確保できた

場合には、4K放送普及の観点から、当
該帯域は4K放送に割当て。 等

(2) 左旋の未使用帯域の活用

(1) インフラ利用料金の負担
軽減

等

１．新4K8K衛星放送の普及 ２．周波数の有効利用の推進

今後取り組むべき事項

３．経営環境変化への対応

衛星放送の未来像に関するワーキンググループ報告書（令和3年10月）概要 5



受信環境の改善（新４Ｋ８Ｋ衛星放送の周知広報）

● 総務省は、事業者・団体等と連携して、新4K8K衛星放送の周知広報に努めている。
● 例えば、最近の取組みとしては（一社）放送サービス高度化推進協会（A-PAB）に御協力いただき、新

4K8K衛星放送の視聴方法（受信方法）について、一般の方にもわかりやすく解説する動画や居住形態
別に詳しく解説する動画、視聴方法等を解説したリーフレットの作成等を行っている。

周知広報動画 リーフレット

①『4Kテレビが我が家にやってきた篇』（約7分）

②『視聴方法を詳しく解説新 4K8K衛星放送どうすれば見られるの？』

・集合住宅篇（約13分）

・戸建て篇（約7分）

6



※ ①，②，③：一般社団法人 電子情報技術産業協会発表出荷台数。（②につ

いては、2022年4月から出荷統計数値公表の対象外となっている。）

※ ④：一般社団法人日本ケーブルテレビ連盟ヒアリングによる設置増台数。

※千台未満を四捨五入し表記しているため累計や合計が表記数字の計と一致しないことがある。

※（一社）放送サービス高度化推進協会 “新4K8K衛星放送”視聴可能機器台数より

単位：[万台]累計
約1,595.0万台
(2023年３月末)

受信環境の改善（新４Ｋ８Ｋ衛星放送視聴可能機器の出荷状況） 7

● 新4K8K衛星放送視聴可能機器の累計出荷台数は累計約1,595.0万台（2023年３月末）。
● 新4K8K衛星放送の普及に向け、受信環境整備の推進、コンテンツの充実、国民・視聴者への継続的な
周知・広報が必要。



受信環境の改善（４Ｋ放送の満足度・ニーズ）
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● 2021年９月にA-PABが実施した４K・８K放送市場調査によれば、新４Ｋ８Ｋ衛星放送視聴可能テレビ所有者の約
９割が満足している。

● 一方で、新４Ｋ８Ｋ衛星放送視聴可能テレビに対する不満足の理由として、「新４K８K衛星放送のチャンネルが少な
い」と答えた回答者の割合が、同年2月調査に比して倍増しており、４Kチャンネル増加のニーズは高まっている。

● ４K放送が増えることにより、受信機を購入した視聴者の満足度の向上につながることが期待されるとともに、新4K8K
衛星放送視聴可能機器の更なる普及につながる。

新４Ｋ８Ｋ衛星放送視聴可能テレビ不満足理由（放送関連）

新４Ｋ８Ｋ衛星放送視聴可能テレビ満足度
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【参照：A-PAB調査「新4K8K衛星放送視聴可能機器台数」、A-PAB調査「「新4K・8K衛星放送」市場調査結果」(R3.11)】
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衛星４K放送の拡充（ＢＳ放送の右旋帯域における事業者の公募・認定）

今後のスケジュール

◎ 令和５年３月22日～５月31日 認定申請公募
◎ 令和５年夏頃 電波監理審議会への諮問・答申を経て衛星基幹放送事業者を認定

9

新４Ｋ８Ｋ衛星放送における放送番組（18番組） BS右旋における空き帯域の活用

●ＮＨＫのＢＳ１波削減（令和6年度末）後の空き帯域やその他既に生じている空き帯域を活用し、Ｂ
Ｓ放送の右旋帯域において４Ｋ放送を実施する衛星基幹放送事業者（３チャンネル分）の公募・認
定を行う。



建物まで

建物内

部屋
（壁面端子）

衛星放送の電波

（２）ケーブルテレビ
事業者により再放送している

番組数が異なる

（３）光通信回線
事業者により再放送している

番組数が異なる

・部屋（壁面端子）まで届く番組数は、
建物内の設備（建築時期等）によっても異なる。

・視聴方法によって、汎用受信機だけ
で受信できる場合と補助機器を追加
して受信する場合がある。

戸建 集合住宅

・補助機器をモニタに接続して視聴
（ケーブルテレビ用STB,アップコンバーターなど）

・汎用受信機を壁面端子に接続して
視聴（テレビ・レコーダー等）

（１）直接受信
アンテナの種類により

（右旋専用・右左旋対応）
受信できる番組数が異なる

● 新４Ｋ８Ｋ衛星放送は、パラボラアンテナによる直接受信のほか、ケーブルテレビや光通信回線経由
による視聴も可能。

● 選択した視聴方法の条件や建物内の受信設備の状況によって視聴できる放送番組数が異なる場合
がある。

・直接受信（パラボラアンテナ）、ケーブルテレビ、光通信回線の３種類の方法の中から選択して、導
入・伝送している（複数の場合もある）。

ケーブル事業者との連携（新４Ｋ８Ｋ衛星放送の受信） 10



（参考）ケーブル事業者による４Ｋ番組の制作・放送 11

● 新４Ｋ８Ｋ衛星放送の開始に先立ち、平成27年から、全国のケーブルテレビ事業者
（令和５年４月１日時点81社）が、全国統一編成の「ケーブル４Ｋ」を提供。

● ４Ｋによる高精細な映像により、地域の魅力を全国に発信。
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トランスポンダ料金の見直し アップリンク設備の移転・合理化

安定運用とインフラコストの合理化の両立（B-SATのインフラコストの見直しや設備の効率化）

放送制度検討会（第16回）におけるB－SATプレゼン資料より抜粋
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トランスポンダ料金の合理化 アップリンク設備の集約・合理化

安定運用とインフラコストの合理化の両立（スカパーJSATのインフラコストの見直しや設備の効率化）

スカパー東京メディアセンター

放送制度検討会（第16回）におけるスカパーJSATプレゼン資料より抜粋



安定運用とインフラコストの合理化の両立（共同衛星に関するB-SAT及びスカパーJSATの見解）

放送制度検討会（第16回）におけるB－SAT、スカパーJSATプレゼン資料より抜粋

共同衛星の可能性（B-SAT） 衛星の統合、衛星管制の効率化（スカパーJSAT)
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放送制度検討会（第16回）におけるB－SAT、スカパーJSATプレゼン資料より抜粋

B-SATの提案 スカパーJSATの提案
（辺地共聴対策等（２K HEVCでの伝送想定）)

左旋帯域の新たなサービスへの活用可能性（事業者からの提案例）

※受信するためには左旋に対応した受信機などの環境を整えることが必要。
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